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発言順 議席番号 氏 名 発言の種別 出 席 要 求 者

１ ２ 工 藤 文 明 一 般 質 問 町 長

（発言の要旨） （発言の内容）
１．旧小坂高校の跡地利 旧小坂高校跡地利用については、過去に何度か議会で
用の現状について も取りあげられていますが、どのような現状にあるのか

再度伺います。そして小坂町議会として何が協力できる
のかをお尋ねします。
私個人が熱望する利活用としては、町が発展し存続し

ていくために大規模な商業施設を誘致することですが、
町へ具体的な要望を提出できる機会はあるのでしょうか。

２．今年７月１日から運 環境省は今年から「熱中症特別警戒アラート」の運用
用を開始しているクー を始めました。この改正法により、冷房施設や滞在でき
リングシェルターの利 る空間が整ったシェルターを指定するよう市町村に求め
用状況と今後の課題に ています。
ついて 町はこれを受け、町内の公共施設６か所をクーリング

シェルターとして指定し、今年７月１日から運用を開始
していますが、その利用状況と今後における課題があれ
ば、回答願います。

３．町民全員へ「非常用 日本各地で自然災害が頻発しています。いつまでも小
持出袋」の支給を提案 坂町が安全であるとは言い切れません。災害に対する備
する えをしていただくため、燃えにくい素材の非常用持出袋

（袋のみ）を町民全員へ支給することを提案します。予
算は一人当たり１，０００円以下です。
持ち出す袋の中身について、町民各自に判断してもら

えるというメリットがあります。ぜひ検討願います。

４．命をつなぐ「ドクター 平成２４年１月に秋田ドクターヘリが運航を開始して
ヘリ」の有効利用に向 から、１２年になります。救命率の向上と後遺症の軽減
けて に大きな効果が期待されて誕生したドクターヘリですが、

課題も持ち合わせています。
岩手県北、秋田県北東、青森県南地域の６市１４町４

村で構成する「北奥羽開発促進協議会」の定例総会では、
本年も「北東北３県ドクターヘリの広域連携運航に係る
運用の柔軟化に関する特別決議」がなされています。
この特別決議の中身にある「自県ヘリ優先要請」につ

いて、町としての意見を伺います。



発言順 議席番号 氏 名 発言の種別 出 席 要 求 者

２ ７ 木 村 則 彦 一 般 質 問 町長・教育委員会の教育長

（発言の要旨） （発言の内容）
１．学校給食費の完全無 1．今まで学校給食費完全無償化の質問に対しての答弁を
償化について みると、給食費は食費であるということや、他の市町村

に劣らない学業支援や子育て支援が充実しているので、
現段階では無償化をする予定はないという答弁である。
そのようなことであれば、今後も他の充実した支援が続
く限り、完全無償化はないということなのか伺いたい。
2．子育て世帯を支援する上では長期的な計画が必要では
ないかと考えるが、仮に完全無償化を検討するというこ
とであれば、どのような状況になった場合に完全無償化
を検討するのか伺いたい。
また、これから後期基本計画を策定するにあたり、計

画に掲げる考えはないのか併せて伺いたい。

２．胃がんの予防対策に 1．胃がんによる死亡は本県における死亡の中でも上位を
ついて 占め、これを早期に発見し、早期に治療することは重要

な課題であると考える。しかし、その前に胃がんの予防
対策として、ピロリ菌の感染が胃がんのリスク要因の一
つと考えられることから、ピロリ菌の感染検査に対して
町の支援ができないものか伺いたい。

３．総合計画前期基本計 1．小坂町総合計画前期基本計画及び重点プロジェクトで
画の実績評価と後期計 ある第２期総合戦略による地方創生の取組みについて、
画への課題について 令和７年度の目標値に対して令和５年度までの実績値を

どのように評価しているのか伺いたい。
2．また、現段階での実績評価を踏まえて、後期計画を策
定するにあたって、重点的に取り組むべき施策について
伺いたい。

４．来春の町長選挙への 1．小坂町総合計画前期基本計画の評価を踏まえて、後期
対応について 計画を策定していくに当たって、早めに町長選挙への態

度を表明することで、諸課題に取り組んでいくべきかと
思うが、来春の町長選挙への対応について町長のお考え
を伺いたい。



発言順 議席番号 氏 名 発言の種別 出 席 要 求 者

３ ４ 鹿兒島 巖 一 般 質 問 町長・教育委員会の教育長

（発言の要旨） （発言の内容）
１．国保税の均等割にか 国保税の均等割課税は他の健康保険制度には無い特異
かわって な負担を強いていることや、課税対象に扶養される子ど

もが含まれている不合理性について指摘し、減免を求め
てきたところであるが、厚労省は２０２２年度から、未
就学児の均等割の５割を公費で減免することとしたこと
で、この課題が一歩前進したと受け止めているが、他の
健康保険制度に比して制度の不合理性は残っていると考
える。
この課題について、町独自の子育て支援策として、国

の方針に上乗せを行い、対象の拡大（１８歳以下の被扶
養者まで）と全額免除へ積極的に取り組むべきと考える
がどうか。

２．学校給食の無償化は この課題についてはこれまで、義務教育を無償と定め
時代のすう勢。義務教 る憲法への理解や、子育て支援策としての観点などにつ
育の土台として英断を いて問題提起し、実現を求めてきたところであるが、こ

こ数年の状況の中で全国的にも大きく変化し、その実施
は時代のすう勢となりつつあると受け止めており、町と
して英断を。

３．高齢者等日常生活支 今年夏の気象状況はこれまでに無く異常な極暑の連続
援生活用具給付事業に であったことにより、熱中症などによる健康被害や命の
エアコン設置の追加を 危険など深刻な状況が顕著となった。

現今の地球規模の温暖化の状況から、こういった気象
状況は今後さらに顕著になると言われており、夏季対策・
健康保持のために、町の高齢者等日常生活支援生活用具
給付事業に、エアコン設置への助成を追加することを提
案したい。

４．来春の町長改選につ 改選まで６か月となった。
いて 細越町長の４期１６年は、公約の柱としてきた「町民

目線」を堅持してきたと受け止めているが、町長の思い
はどうか、また改選に向けてどう考えているか。



発言順 議席番号 氏 名 発言の種別 出 席 要 求 者

４ ８ 秋 元 英 俊 一 般 質 問 町 長

（発言の要旨） （発言の内容）

１．資源循環の推進につ 1．第６次総合計画 基本目標４「自然とともに、これか

いて（ごみ処理の現状 らも暮らし続けたいまち」の、具体的な取り組みの中で、

について） 資源循環の推進として、ごみの減量化とリサイクル率の

向上を図るとしているが、令和５年度においては、小坂

町の１日一人当たりの排出量が前年度から増量している

現状をどう捉えているのか伺います。

２．景観の保全について 1．同じく、第６次総合計画 基本目標４「自然とともに、

（登山道整備について） これからも暮らし続けたいまち」の、施策を考える背景

（現状と課題）に「町内にある十和田湖外輪山の登山道

や湖畔遊歩道には危険な箇所が多く、案内板や標柱など

の施設整備や修繕が行き届いていない状況にあり、安全

確保のため、破損箇所について把握し早急な修繕が必要」

とあるが、現状、進捗状況はあまり進んでいないと感じ

ているが、どのような計画等で進めるのかを伺います。

３．各種証明書のコンビ 1．令和５年度における各種証明書の交付通数は、７，０１１通

ニ交付について で内５３５通がコンビニ交付となっている状況で、マイ

ナンバーカードの取得率が多くなり、これからもコンビ

ニ発行数が多くなる状況にあると考えることと、役場で

の事務量の軽減を図る意味を含め、コンビニ交付サービ

スの手数料を引き下げてはいかがか伺います。

４．遭難対策などにおけ 1．遭難時における捜索について、昨今クマ対策を考えた

るドローンの活用につ 場合、上空からの情報が必要となります。県警などの公

いて 的機関におけるヘリコプターなどの要請がかなわなかっ

た場合等を考えたとき、小坂町での遭難時初期対策及び

周辺観察をドローンで情報収集するべきと考え、ドロー

ン購入を考えるべきと考えますが、町の考えを伺います。

（赤外線サーモグラフィー搭載のドローンで動物を感知

する機種が有効。）

５．細越町政について 1.４期目も残すところ半年になりますが、この半年で第

６次総合計画等において、重点的に行う施策、または継

続していく施策はどのようなものか伺います。



発言順 議席番号 氏 名 発言の種別 出 席 要 求 者

５ １ 船 水 隆 一 一 般 質 問 町 長

（発言の要旨） （発言の内容）

１．町内の高齢者住宅環 1．昨年度、５年前、１０年前の町内６５歳以上の高齢者

境の将来について 世帯の夫婦、単身者毎の世帯数、それぞれの持ち家比率

とリフォーム補助金の申請数は、どのようになっている

か。

2．「高齢者用福祉住宅」を検討するつもりはないか。



発言順 議席番号 氏 名 発言の種別 出 席 要 求 者

６ ６ 本 田 佳 子 一 般 質 問 町長・教育委員会の教育長

（発言の要旨） （発言の内容）

１．トイレトレーラーの 元旦に発生した、令和６年能登半島地震。今までこの

導入について ような大きな地震はなかった地域で、多くの家屋が倒壊、

土砂崩れにより、道路が寸断され、多くの方が犠牲にな

り、被災された。半島の奥の被災地では、孤立状態にな

るなど、救助が直ぐに入れない状況だったと伺った。避

難生活の現場で一番必要な物は水と食料だが、それと同

じくらい大事な物がトイレであったと伺った。衛生面や

身体の健康を維持する為には、大変重要であると認識し

ている。全国からトイレトレーラーを持っている自治体

が応援に入り、大変に助かったと賞賛の声が上がってい

る。このトイレトレーラーを町で持つことで、災害時に

使用できるだけでなく、イベント等でも使用できるほか、

近隣の自治体から緊急の応援要請があった場合、支援で

きるという利点もある。当町でも導入を考えてはいかが

か。

２．保育園の現状につい 現在、国では子ども子育て支援に、力を入れていると

て ころだが、当町でも国よりも早くから様々な子育て支援

を行っている。その中で特に、町唯一の保育園が、コロ

ナ以前から経営状況が思わしくなく、町からの支援を受

けながら運営している。当初は子どもの入所者が数が少

ないことが問題であったが、徐々に保育士が高齢化し、

仕事を離れ、そのあとの若い世代で資格を持つ保育士が

入ってこないため、保育士が足りない状況である。元保

育士だった方に手伝っていただいてもなお、まだ足りな

い状況と伺っている。本県内だけでなく、他県の大学や

専門学校を訪ね、募集をお願いに回っているが、ほとん

ど見込みのない回答を受けてきたそうだ。

1．当町の保育園の待機児童はいるのか。

2．当町の保育園がこのような危機的状況であることを、

認識していたのか。またどのような対策をとっている

のか。



発言順 議席番号 氏 名 発言の種別 出 席 要 求 者

７ ５ 椿 谷 勇 次 一 般 質 問 町 長

（発言の要旨） （発言の内容）

１．小坂町の中長期・長 小坂町の１０年先を見据えた施策と、その財源確保に

期な賑わいを生む施策 ついてお伺いします。

と、その財源確保の方 未来の小坂町、５年、１０年、２０年先の小坂町を活

法について 気がある賑わいのある町へ。賑わいのある未来を想像す

るからこそ、今現在の生活も彩りあるものになる。

今の小坂町には、それがありません。

また、地方行政において、財源の確保が一丁目一番地

と考えております。

どういったロードマップで、財源を確保して、その施

策の実現をするのか。誰が、何を、どこで、いつ。といっ

た、方法論で教えてください。

２．ふるさと納税におけ 今期のふるさと納税の目標金額と、その根拠。実現す

る財源確保について るための施策を教えてください。

町を変えていくには、何にしてもお金が必要です。財

源が必要です。前回、議会の一般質問における要望で、

①間口除雪②段差のないバス③公民館へのエアコンの設

置など。これら、財源１億あれば、物理的には全て解決

します。対応する優先順位こそありますが。

ふるさと納税は、町民目線でいうと２，０００円の自己

負担で返礼品がもらえる制度ですが、行政目線でいうと、

寄付額の５０％が町の財源となる歳入です。また一般財

源ではなく、雑所得として扱われるため、地方交付税に

影響がない財源となります。

小坂町のふるさと納税は、まだまだ増やせる余地があ

ると考えております。近隣市町村をもっと研究して稼ぐ

べきです。具体的には、①お米の定期便、②玄米３０キ

ロ。僕らが見てるままに売る。③宿泊施設の返礼品の検

討。


